
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

松代地区

平成２２年６月

長野県長野市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

※全ての指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

2,000

4.0

1年以内の
達成見込み

△

549,800

見込み・確定
の別

346,000 ○

指　標 従前値 目標値

指標１ 来街観光客数 人/年 301,000

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

606,800

計測時期

H22年4月

2.1

○

総合所見

松代の観光ブランド化が奏功し、全
国的な知名度が向上している。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

歴史的道すじの整備に伴い、歩行者
数の減少が緩和される傾向にある。

1,742 H　　年　月

○

指標２ 道すじの歩行者数 人/日 2,361

住民の間に水辺の環境を保全する
意識が浸透してきている。

指標３ 泉水路の水質向上 mg/ 9.3 H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・鐘楼の保存整備事業に着手。
・文化財の利活用について、民間団体による提案競技方式を採
用。

・長野市の観光重点地区キャンペーンとして「2010松代イヤー」
を実施。
・イベントや観光資源の広報、周知活動を強化。

・計画区域外での下水道整備。
・下水道接続を促進するためのPR活動。
・水洗化に伴う工事費用の融資あっせん制度。

・鐘楼の公開活用方法についての協議、検討。
・民間所有の歴史的建造物及び庭園等の調査を行い、登録文化
財への登録を推進。

・地元活動団体を中心とする来訪者へのおもてなし活動の定着。
・観光バス等の駐車場位置、大型イベント時における観光客輸送
手段等の検討、整備。
・まちづくりセンターを核とした来訪者への情報提供。

・下水道未整備地区からの雑排水の流入。

具体的内容 実施時期

・歴史的資産の管理運営について、地域住民の関
心が高まった。

・文化施設を中心に来街観光客数が増加している。
・松代の歴史文化に対する関心や城下町としての
魅力が喚起され、全国的な知名度が向上した。

今後の課題　その他特記事項

・観光拠点施設を結節する歴史的道すじの回遊ルート化。
・車利用の観光客のまち歩きへの誘導。（仕掛けづくり）

・地域住民が主体となった泉水、水路等の保全活動を支援。
・個人宅内の泉水路の維持、保全。
・計画区域外での下水道整備の促進。

実施した結果

・歴史的道すじのネットワークがより充実し、まちの
回遊性が向上する。
・まちなかへの通過交通の流入が抑制され、歩行者
の安全性が向上する。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

歩行空間の快適性、安全性の向上

泉水路の水質の維持、向上

鐘楼等歴史的資産の整備、有効活用

来街観光客を街なかに誘導するための取り組み

下水道接続と区域外の下水道の整備

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・事後評価を通して課題が明確になったため、事業
の実施がよりスムーズになった。

・海津西条線及び代官町西条線の美装化に着手。
・県施行の街路真田線の整備を支援。（地元負担金）

実施した具体的な内容

・計画区域外での下水道整備。
・下水道接続を促進するためのPR活動。
・第二期計画で整備する裏柴町水路の施工方法について、地元
協議を開始。

・泉水路を活かしたまちづくり活動が行われるように
なった。
・泉水路の水質改善が促進された。


